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ルカの福⾳書講解説教＃5 
ルカによる福⾳書2章1節〜7 
2:1 そのころ、皇帝アウグストゥスから
全領⼟の住⺠に、登録をせよとの勅令が
出た。 
2:2 これは、キリニウスがシリア州の総
督であったときに⾏われた最初の住⺠登
録である。 
2:3 ⼈々は皆、登録するためにおのおの
⾃分の町へ旅⽴った。 
2:4 ヨセフもダビデの家に属し、その⾎
筋であったので、ガリラヤの町ナザレか
ら、ユダヤのベツレヘムというダビデの
町へ上って⾏った。 
2:5 ⾝ごもっていた、いいなずけのマリ
アと⼀緒に登録するためである。 
2:6 ところが、彼らがベツレヘムにいる
うちに、マリアは⽉が満ちて、 
2:7 初めての⼦を産み、布にくるんで飼
い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊ま
る場所がなかったからである。 
****************** 
今⽇のテキストはクリスマスの時に良く
読まれる個所です。 
1) 歴史の主 2:1-4 
皇帝アウグストからの住⺠登録の命令を
受けて⼈々が、ざわざわと動き出しま
す。 
当時の指導者の権限による｢⼈間の歴史
的な出来事」のひとつとしての⼈⼝調
査、住⺠登録がなされます。⼀⾒、それ
だけのことのように思えます。 
しかし、この出来事こそ、旧約聖書の中

の⼤事な出来事の預⾔の成就のために必
要な出来事でした。それはミカ書5：
1(新改訳は5:2)の預⾔です。 
 
「エフラタのベツレヘムよお前はユダの
⽒族の中でいと⼩さき者。お前の中か
ら、わたしのためにイスラエルを治める
者が出る。彼の出⽣は古く、永遠の昔に
さかのぼる。」 
かつてダビデ王が⽣まれた、パンの町と
いう意味を持つベツレヘムで、旧約聖書
で約束されている救い主がお⽣まれにな
りました。 
救い主の誕⽣は神様のみわざですが、ベ
ツレヘムで⽣まれるという預⾔の成就の
ために、 
この⼈⼝調査は不可⽋でした。もし、こ
の⼈⼝調査がなかったらヨセフもマリア
もベツレヘムには来ることはなかったで
しょうし、旧約の預⾔も成就しませんで
した。 
 
神様はいろいろな現実的な⼈間の歴史の
中で、そのみわざを実⾏なさいます。社
会的には、あたかも皇帝アウグストが天
下を取っているかのように映ります。で
も、実際は神様の許しがあって、神様の
みわざを実⾏に移すためのそこに置かれ
ているにすぎません。 
聖書の神様は「歴史を⽀配しておられる
神様」です。HistoryというのはHis Story
とも⾔われています。ダニエルの⾔葉が
⼼に響きます。 
ダニエルはこう祈りました。 
2:20 「神の御名をたたえよ、世々とこ



しえに。知恵と⼒は神のもの。 
2:21 神は時を移し、季節を変え王を退
け、王を⽴て知者に知恵を、識者に知識
を与えられる。 
2:22 奥義と秘義を現し闇にひそむもの
を知り光は御もとに宿る。 
 
2）無名のものを⽤いられる主 
ちょっと視点を変えて、ヨセフとマリア
に注⽬してみましょう。 
ヨセフの故郷のはずですのに、そこには
⾝を寄せる場所がありません。 
当時でも、著名⼈はきっとホテルの予約
は取れたでしょう。 
おそらく名のある⼈なら、きちんとした
客間に休むことができたでしょう。 
⾃分たちに⼒がなくても、⼒と富のある
親戚でもいれば、ずいぶん⼼地よい休息
を得ることは可能だったと思います。し
かし、彼らにはそれらのものはまったく
無縁でした。 
 
 彼らはまったくの、無名の貧しい若い
カップルだったのです。歴史を⽀配して
おられる神様が、⼤事な救い主をこの地
上に送るために⽤いられた⼆⼈は社会的
にはまったく無視されていた名前も知ら
れていない若いふたりでした。 
 
 ある⼈たちは有名になろうとして、や
っきになっています。社会に知られよう
と必死になってアッピールしています。
社会に知らせたいのは何のためなのでし
ょう。 
有名になりたい、社会に知られる⼈にな

って⼈の上に⽴ちたい、残念ながらそう
いう⼼があると、神様のすばらしさが隠
れてしまうのです。神様の偉⼤な愛がそ
の⼈のエゴによってゆがめられ、正しく
表現されなくなってしまうのです。 
 
 マリアはこの時点で、救い主の⺟とな
ることを知っていましたし、ヨセフもマ
リアのおなかの中には神様からの特別な
⾚ちゃんが宿っていることを知っていま
した。 
しかし、彼らはそのことのゆえに他者に
何かを要求せず、そのことゆえに決して
威張ったり、⾒せびらかしたり、吹聴し
たりしませんでした。 
 
もし、皇室の家族の⽅々の中に妊娠して
おられる⽅がおられたら、きっと最⾼級
の客間が⽤意され、周りの⼈もきっと彼
⼥をいたわるでしょう。マリアもヨセフ
もそれを要求しませんでしたし、神様は
そういう⼈たちだからこそ、このふたり
を選ばれたのかもしれません。  
ふたりの謙遜な姿勢は注⽬に値します。
相⼿に要求しない姿勢には驚かされま
す。 
 
3）客間ではなく飼い葉桶に：謙卑と信
仰 
それにしても、無名のふたりを通して、
しかも、客間ではなく飼い葉桶に寝かさ
れる形で⽣まれる救い主、場所は確かに
ベツレヘムではありますが、それにして
もこういう形で永遠の救い主がおいでに
なるとは誰が予測したでしょう。 



 
ここに神様が⾒せた救い主の謙遜さ、つ
まり最も底辺の⼈の状況に届く救いをも
たらすためにやってこられた救い主の姿
があるのです。客間ではなく飼い葉桶に
寝かされることをよしとされた救い主に
は、貧しい私たちの厳しさ、つらさが良
くわかるのです。 
このお⽅は⼈⽣のもっとも厳しい状況を
味わい、うなずくことが出来るお⽅なの
です。 
「私にはあなたのつらさがわかります
よ」と仰せになるお⽅なのです。 
⾺⼩屋より汚れた私たちの⼼にも来てく
ださいます。 
 
同時に、このお⽅を救い主と信じるには
信仰が必要です。 
実は、信仰なしに、単純にこの飼い葉桶
の中の⾚ちゃんが救い主だと信じるのは 
難しいのです。 
ヘブライ⼈への⼿紙4章2節には注⽬す
べき⾔葉が書かれています。 
 
「というのは、わたしたちにも彼ら同様
に福⾳が告げ知らされているからです。 
けれども、彼らには聞いた⾔葉は役に⽴
ちませんでした。その⾔葉が、それを聞
いた⼈々と、信仰によって結び付かなか
ったためです。」 
キリストの福⾳は信仰によって結び付け
られなければ、単なる寓話か戯れ⾔にし
か聞こえません。聖霊はみことばを通し
て私たちが信じることが出来るよう働い
ておられます。 

 
歴史を⽀配しておられる神様が救い主を
地上にお遣わしになり、無名の⼥性から
⽣まれさせ、客間は満室で使うことがで
きず、飼い葉桶に寝かされる、そしてや
がて私たちの罪を赦し、永遠の滅びから
救うために⼗字架に掛けられる、これら
の出来事はまさに信仰によって⼼に結び
つけられなければ、たわいのない話しに
なってしまいます。 
しかし、私たちはまさにこの救い主を礼
拝しているのです。 
歴史を⽀配しておられる神様を礼拝し、
飼い葉桶に寝かされ、⼗字架に死なれよ
みがえられた救い主を礼拝しているので
す。 
そして、無名な者たちを喜んでお⽤い下
さる主に感謝をささげ献⾝を表明するの
です。 
 
「あなたがたは、わたしたちの主イエ
ス・キリストの恵みを知っています。す
なわち、主は豊かであったのに、あなた
がたのために貧しくなられた。それは、
主の貧しさによって、あなたがたが豊か
になるためだったのです。」 
コリントの信徒への⼿紙第⼆8章9節 
この時期にクリスマスの話を聞くのはち
ょっと違和感があるかもしれませんが 
私たちのための「奇跡的な神の御⼦の到
来」の出来事を知ることで、誰にでも 
届く形で救い主が来てくださったことが
より明確に理解できると良いですね。 
祝福を祈ります。 
＊＊＊＊＊ 



礼拝映像はこちらです 
 
https://youtu.be/KaMRJHMxv3o  
 


